
企業会計とは 企業会計とは、独立採算による特定の事業を経理する会計です。

特別会計とは 特別会計とは、特定の事業を行う場合に、その特定の収入を特定の支出に充て、一般会計と別
に経理する会計です。

一般会計とは、市の会計の基本となるもので、市税収入を主な財源として、福祉の充実や道路
の整備など市の基本的な施策に要する経費を経理する会計です。一般会計とは
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令和２年度 施政方針・当初予算特 集

問合せ先　市財務グループ
　　　　　☎52-1111
　　　　　（内線306・322）

一般会計の歳入・歳出

■市税　・固定資産税・・・・39億9,470万円（前年度比  3.1％増）
　　　　・個人市民税・・・・30億6,690万円（前年度比  0.5％増）
■市債（前年度比240.2％増）
　　　　・高浜小学校等整備事業・・・・・・・・12億2,630万円 など

■民生費　・高齢者、障がい者福祉などに対する事業費（社会福祉費）・・・・・31億4,348万円
　　　　　・こどもの福祉などに対する事業費（児童福祉費）・・・・・・・・・・・・・・・31億2,619万円
■教育費　・小学校の維持管理などの事業費（小学校費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20億5,293万円
■衛生費　・保健、予防接種などの事業費（保健衛生費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9億6,513万円

当初予算の
概要

令和２年度

　令和２年度の各会計予算が市議
会３月定例会で可決されました。
　新年度予算の概要をお知らせし
ます。

当初予算 全会計総額

276億25万円
　（前年度比8.5％増）

一般会計
170億7,700万円
　（前年度比10.7％増）

特別会計
67億3,842万円
（前年度比4.0％増）

〈内訳〉
　国民健康保険事業 32億7,795万円
　土地取得費 3,690万円
　公共駐車場事業 4,260万円
　介護保険 28億2,785万円
　後期高齢者医療 5億5,312万円

企業会計
37億8,483万円
（前年度比7.1％増）

〈内訳〉
　水道事業 13億19万円
　下水道事業 24億8,464万円

主なもの

主なもの

市税
88億5,825万円
（51.9％）

民生費
（児童、高齢者、障がい者福祉や
生活保護など）
66億2,530万円（38.8％）

総務費
（庁舎管理、企画、電算、防災など）
17億1,858万円（10.1％）

衛生費（医療、公共衛生、ごみ処理など）
19億6,322万円（11.5％）

教育費
（学校教育や社会教育など）
32億9,966万円（19.3％）

土木費
（道路、河川、住宅、公園などの
整備や維持管理）
14億8,373万円（8.7％）

公債費（市債の返済金）
7億8,555万円（4.6％）

消防費
5億5,791万円（3.3％）

商工費
2億8,252万円（1.6％）

議会費
1億7,154万円（1.0％）

農林水産業費
1億5,737万円（0.9％）

その他
3,162万円（0.2％）

歳 入

歳 出

その他
3億8,124万円（2.3％）

国庫支出金
22億7,488万円（13.3％）

交付金・交付税など
14億7,540万円（8.6％）

市債
15億3,310万円（9.0％）

諸収入
4億2,033万円（2.5％）

繰越金
3億円（1.7％）

県支出金
11億5,981万円（6.8％）

繰入金
6億7,399万円（3.9％）
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